
・損益状況につきましては、貸出金利息や、役務取引等収益の
他、株式等売却益などの増加により、経常収益は前年同期比
13億73百万円増加の84億54百万円となりました。また、預
金金利の引き上げにより資金利益が減少し、経費の増加や与信
関連費用の増加もあったことから、経常利益は前年同期比1億
11百万円減少の10億11百万円となり、中間純利益は前年同期
比43百万円減少の6億96百万円となりました。

・預金残高につきましては、個人預金や公金預金が増加したこと
から、前年同期比38億円増加の1兆49億円となり、中間期末
として過去最高を更新しております。

・貸出金残高につきましては、企業向け貸出の減少が主因とな
り、前年同期比66億円減少の8,633億円となりました。

■業績の概況（単体）

■主要な経営指標等の推移

回　次 第159期中間 第160期中間 第161期中間 第159期 第160期

決算年月 2022年9月 2023年9月 2024年9月 2023年3月 2024年3月

経常収益 百万円 6,832 7,081 8,454 13,541 14,291

経常利益 百万円 911 1,122 1,011 1,642 1,573

中間純利益 百万円 553 739 696 － －

当期純利益 百万円 － － － 1,004 1,038

資本金 百万円 9,061 9,061 9,061 9,061 9,061

発行済株式総数 千株 9,619 9,619 9,619 9,619 9,619

純資産額 百万円 47,206 47,846 48,200 47,192 49,027

総資産額 百万円 1,087,786 1,101,632 1,111,455 1,095,607 1,143,792

預金残高 百万円 1,000,551 1,001,076 1,004,926 992,585 1,042,007

貸出金残高 百万円 856,585 869,991 863,335 879,094 870,647

有価証券残高 百万円 123,562 120,031 112,700 114,252 119,886

1株当たり配当額 円 25.00 25.00 25.00 50.00 50.00

自己資本比率 ％ 4.3 4.3 4.3 4.3 4.2

単体自己資本比率（国内基準） ％ 8.41 8.13 8.13 8.06 8.04

従業員数
人

661 645 651 629 628

（外、平均臨時従業員数） (174) (158) (157) (169) (157)

（注）1.自己資本比率は、（中間）期末純資産の部合計を（中間）期末資産の部の合計で除して算出しております。
　　2.単体自己資本比率は、銀行法第14条の2の規定に基づく2006年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。

当行は国内基準を採用しております。

単体情報
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